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専門学校仙台総合医療大学校 令和６年度学校関係者評価委員会 報告 

 

   本年４月１日に学校名を学校法人菅原学園 専門学校仙台総合医療大学校と変更し、予定通り 

言語聴覚科を新たに開設しました。 

本校規定に基づき、令和 6年 7月 1日に学校関係者評価委員会を開催いたしましたので、以下 

の通りご報告いたします。 

 今後の教育活動や学校運営に反映させるべく、各委員からのご意見やご指導を真摯に受け止め、 

教職員一同努力してまいります。 

 

１．日 時 令和 6年 7月 1日（火）15:00～15:50 

２．場 所 専門学校仙台総合医療大学校 

３．出席者 

 

    【令和 6年度 学校関係者評価委員】 

 氏   名 所  属  団  体 備 考 

 

１ 

 

遠藤 知恵 先生 
社会医療法人康陽会 中嶋病院 

リハビリテーション部 課長 

理学療法科 

作業療法科 

 

２ 

  

曽矢 猛美 先生 

 

曽矢矯正歯科クリニック 院長 

 

歯科衛生科 

 

３ 
千葉 亨  先生 

株式会社いちにいさん 

紫山いちにいさん保育園 園長 
こども科 

   

        【学校教職員】 

     校長:眞栁 秀昭  副校長：熊谷  孝一  教頭：横山 さゆり 

     理学療法科学科長:山田 剛     作業療法科学科長：佐藤 元彦  

     歯科衛生科学科長：菊地 千代子  こども科学科長：工藤 愛美 

     言語聴覚科学科長：小坂井 秀行 

 

  ４．次第 

    （１）開 会 

    （２）開会挨拶          校 長 眞栁 秀昭 

    （３）議長選出          議 長 遠藤 知恵 

    （４）令和 5年度自己評価報告   副校長 熊谷 孝一 

    （５）討議・意見交換       各委員 

    （６）その他 

    （７）閉会挨拶          校 長 眞栁 秀昭 

    （８）閉会 
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５．令和 5 年度自己評価結果とご意見  

 

（１）教育理念・目標 

    理学療法科・作業療法科・歯科衛生科の卒業生全員は国家試験に合格し、こども科の卒業生も

卒業と同時に保育士および幼稚園教諭 2 種国家資格を全員取得できた。また就職希望者は資格

取得分野に全員が就職できたので、本校の教育目標や人材育成像が明確であったという教育の

成果と考える。 

 

（２）学校運営 

    学校全体でコンプライアンス体制に取り組み、組織構築に反映できている。また教育活動に対

する情報公開としてブログやインスタグラムで発信を行っている。 

 

（３）教育活動 

    各科指定規則に則ったカリキュラムを実施している。教員の資質向上のために研修会の受講や、

入職後の大学院での修学を認めている。改善点としては授業評価が学校として統一されておら

ず、課題となっている。なお理学療法科と作業療法科は第三者評価として（一社）リハビリテ

ーション教育評価機構より認定を受けている。 

 

（４）学習成果 

    理学療法科・作業療法科・歯科衛生科の 3 科すべてが令和 5 年度国家試験合格率 100%を達成で

きたことは学習成果の表れと言える。学生の退学率は令和 4 年度より低下したが、菅原学園と

して目標としている退学率 5%を上回っている。 

 

（５）学生支援 

    日本学生支援機構の給付型奨学金の活用について周知をし、例年通りの申請・認定状況である。

また本校学食とタイアップした食券の支給が学生から大変好評であった。 

コロナ禍以前は野球やバスケットの同好会が活動していたが、現在は活動が休止している。ま

た、卒業後の支援体制が構築されておらず、卒業生に向けてのリカレント教育など学校から発

信するためにも OB 会を発足させたい。 

 

（６）教育環境 

    学校外での臨床実習（インターンシップ）は各科指定規則に則り実施している。海外研修等は 

    実施できていない。 

  

（７）学生募集 

    各科でオープンキャンパスの中身を工夫し、改善している。ホームページで適宜、情報 

    を発信しながらオープンキャンパスへの参加を促した。 
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（８）財務 

    学園の HP 上で財務情報を公開している。計画性をもって予算化し妥当な収支となっている。 

 

（９）法令遵守  

 本校の教育は厚生労働省の養成課程であり、法令・設置基準の遵守と適正な運営を行っている。 

 また、自己評価結果はホームページ上で公開している。 

     

（10）社会貢献・地域貢献 

    東北大学と連携し地域のシニア対象の講座を１回開催したが、貢献度としては不十分である。 

    今後も継続し、社会および地域貢献に尽力したい。 

    学生のボランティア活動はコロナ感染拡大のため参加させていない。今後は社会情勢をみなが

ら判断し、参加を促していく。 

 

 

    委員より、学生支援について OB 会に転職サイトのようなものがあると、人材不足への支援が

可能になるのではないかという提言や、多職種への理解も含め近隣の大学等との交流を活発に

行ってはどうかという意見をいただいた。また自己評価について、４段階評価ではなく、割合

が分かる評価の方がより効果があるのではないかと提案があった。 

 

  ６．その他  

過日、東北放送から学生に地方医療従事者不足についてインタビュー依頼があり、その時の

様子を動画で紹介 

 

                                      以上 

     

     

 

 

   

 

 


